


































活動が﹃弁内侍日記﹄に書かれてい 時期とほぼ重なっていることを指摘し、合わせて勅撰集入集歌のうち、 ﹃弁内侍日記﹄所収歌と 比較を行っている。しかし、弁内侍 歌壇活動につ てはいまだ考察の余地が残され といえよう。
弁内侍は、生涯に﹃河合社歌合︵寛元元︵一二四三︶年一一月













































































藤原行家に対して負一・持二であった。弁内侍の父信実の主催であり、歌才を謳われての出詠というよりも、今後の活躍を期待しての初舞台であったと考えられる。後深草天皇の即位前でもあり、春宮弁の名で出詠している。弁内侍にとって初学期にあたる﹃河合社歌合﹄から勅撰集への入集 はない。 ﹁千鳥﹂題では﹁河風に千鳥鳴くな うば玉のよるの氷 上やかなしき﹂ ︵十八番・左・弁・三五︶と詠み、為家に﹁よるの氷のうへやとさされたるぞ、いかがと見え侍る﹂と判
じられて負けとなった。 ﹁夜﹂の﹁氷﹂の﹁上﹂や、 ﹁氷﹂の﹁上﹂の﹁千鳥﹂を詠む先例がないことを言っていると思われる。
二度目の参加となる﹃宝治歌合︵ ﹃院御歌合﹄ ︶ ﹄では藤原有教に対

























桜や菊が﹁折られぬ﹂と詠む例は、平安期には﹃古今集﹄ 、 ﹃村上天皇御集﹄ 、 ﹃紫式部集﹄の三首しかない。しかし院政期になると、鳥羽院に仕えた菅原在良や、覚性法親王、西行らが詠み、家隆や慈円、後鳥羽院 も用いられた。定家には四例あり、 ﹃新勅撰集﹄ も 村上天皇御集﹄の一首を撰んでいる。院政期に再発見され 好まれた詞であると言えよう。
他の歌題でも、為家の判詞には﹁ふるき詞多く聞えて︵五月郭公︶ ﹂















通光が月と関守を比べ﹁ひとりはすまぬ﹂とし のに対し、弁内侍は水に映った姿を指して﹁ひとりはつまぬ﹂と詠む。言葉 上では同じであるが、月の光 水面に映る自らの姿 変え、冬の不破 関から春の野沢に場面を変換するなど通光の歌と 違いがある。????????????????????
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﹁落花﹂題は弁内侍の父である信実の詠歌と二、 三句目がよく似ている。山や雲が﹁いくへになりぬらむ﹂という表現は﹃新勅撰集﹄や﹃範宗集﹄にも見られるものの、何かが降り積もって﹁い へになりぬらむ﹂という発想は信実から学び 雪が幾重にも降り積もるさまを、弁内侍は花が散り積るさまに転じたと考えられる。庭の白雪は﹁積もれるまま﹂に﹁いくへ﹂に降り積もっていくが、薄く淡い花では積ったからといって﹁いくへ﹂ は積もらな 。以上三首は隣接する二句近くの詞を他の歌から借りているが、元の歌とは場面や季節を一転させている例であ 。
弁内侍が、宮仕えを描いた﹃弁内侍日記﹄には、信実の歌から強く







内侍は﹁山里の花は雪とぞふりにけるけふこむ人やつ しと思はん677 ﹂ 、兄為継は﹁いたづらに雪とふりぬる山桜けふ尋ねてもみるかひ
ぞなき
666 ﹂と詠んでいる。少将内侍と為継がともに﹁雪﹂を詠んで
いるが、 ﹁落花﹂題で四〇人のうち一四人が﹁雪﹂を詠み込んでおり、目立つ一致ではない。また他の歌題でも、多くの歌人が同じ詞を詠んでいる。 ﹁落花﹂題には﹃洞院摂政家百首﹄の信実詠からの が見られるものの、前に挙げたように通光や光俊 ら 影響を受けた歌もあり、信実の影響だけ 見られると いいがたいのである。﹃宝治歌合﹄では、古歌と後鳥羽院・順徳院歌壇で用いられた詞を多く取り入れていたが、 ﹃宝治百首﹄ それに加えて﹃宝治歌合で他の歌人が用いた詞を学んでいる。佐藤恒雄
氏&
は後嵯峨院につい
て、 ﹁天皇在位中に和歌御会を催した形跡はほとんど 寛元三年末までの内裏関係の文雅は、御書所作文会と連句会が主であって、︵略︶宝治元年度はなお漢中心の活動が続いている。 ︵略︶宝治二年になると、作文御会や連句御会にかわって 和歌が主となった観さえあり﹂と、後嵯峨院歌壇 動きをまとめている。また、小林強
氏*
も、後
嵯峨院の譲位以前の和 は五首、譲 後 ら﹃宝治歌合﹄までの和歌
は四首しかないことを指摘している。 ﹃宝治歌合﹄を詠んだ宝治元年の時点では、後嵯峨院歌壇の流行がまだ明確になっていなかったのだろう。 ﹃宝治歌合﹄一〇題二六人の詠歌を経て、後嵯峨院歌壇に好まれる詠み方を弁内侍は﹃宝治百首﹄で模索したのではないだろうか。次に挙げる歌は﹃宝治歌合﹄から影響 受け、 ﹃宝治百首﹄内で複数の歌人が同じ詞を用いている例である。?????????????????????????
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藤平泉氏と蒲原義明氏が、後嵯峨院歌壇の表現の狭さ、歌題の設定について論じておられるが、この点については ちの﹃影供歌合﹄における﹃宝治百首﹄の詞の利用をも視野 入れ 後述したい。﹃弁内侍日記﹄にある最初の和歌は、後深草天皇の御代が始まることを寿いだ﹁今日よりは我が君 よと名づけつつ月日し空にあふがざらめや﹂であ
る)
。詳しくは別稿で述べるが、この歌は﹃古今集﹄仮名
序をもとに作られている。弁内侍の題詠歌の中で最も似た歌題がこ﹃宝治百首﹄の﹁寄日祝﹂であろう。しかし、 ﹁寄日祝﹂の歌は﹃古今集﹄の影響はうけていな 。また、 ﹃宝治百首﹄ 最初の題である﹁歳内立春﹂題でも弁内侍は﹁冬もい いくかもあらずく ぬる そ 程またず春立ちにけり
  38 ﹂と詠んでおり、これも﹃古今集﹄の影響は











弁内侍の﹃宝治百首﹄における特徴的な言葉は、そのほとんどが勅撰集にあるような著名な歌か、後鳥羽院歌壇から後嵯峨院歌壇で流行した表現の影響を見ることができるが、中にはそのいずれにも属さない詞の用い方も 。ほととぎすの忍び音を人に話さないと詠む例は、一条朝 小弁と﹃久安百首﹄の実清 詠歌にしか見られ 。また、この小弁の歌は﹃秋風集﹄を初出とし、 ﹃続古今集﹄ 、 ﹃新時代不同歌合﹄などに撰ばれてい
るa
。それ以前の歌集に載っていたかどうかはわから
ないが、勅 集には載っていなかったこ から、あまり有名な歌ではなかった可能性がある。 ﹃宝治歌合﹄では勅撰集にあるようなよく知られた和歌を参考 していたが、 宝治百首﹄ではあまり知られていない歌もひいて ると言えよう 秋風 ﹄と﹃続古今 ﹄の撰者はみな﹃宝治百首﹄に参加している。弁内侍の よ て小弁 歌 新たに評価されたとも言えるのではないだろうか。????????????????????????
?????
1118 ?



















































﹁朝草花﹂題も、定家詠を基盤に置きつつ、 ﹃宝治百首﹄の影響を受けた歌である。為家判では﹁朝寝髪こぼれてとつづけたる、いかがと申す人侍りしかども、ことにこぼれかかると申しならへれば、おも げすてがたしと各申して 持﹂とされているが、髪がこぼれるという表現は﹃洞院摂政家百首﹄での定家詠以外に存在しない。定家は髪が袖にこぼれ落ちること 、涙の露が袖にこぼ 落ち とをかけて詠み、弁内侍 涙ではなく萩の露と髪 乱れをとも こぼれる いう詞で表している。
二一
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は﹁類型的で共通する表現が多数見えるなど、新古今時代からの有力歌人たちと新進歌人たちとの力量の差が如実に表れている﹂としている。蒲原義明氏は、 ﹃源承和歌口伝﹄の伝える、 ﹃宝治百首﹄には﹁秀歌よめる人はすくなくて﹂という言葉や、安井氏の﹃宝治百首﹄は非専門 人の歌を収集するためのものである、という説を引きつつ、 ﹃宝治百首﹄の歌題は﹁堀河百首に見える、いわゆる伝統的な歌題 、場や時間、状態を示す語 添えただけの比較的簡単なもの﹂で、 ﹁非専門歌人達にとっても比較的詠みや いようにと意識された歌題設定﹂であったため 詠まれた歌 ﹃万葉集﹄を用いた反御子左家勢力を除けば﹁あまり趣向をこらすことなく伝統によりかかっ 極めて狭い発想﹂となってしまった それは為家の 題設定にも一因があるのではないかと推察し いる。首肯さ うる指摘であり、確かに 歴 浅











歌合﹄から二首、 ﹃弁内侍日記﹄から一首の入集を見 。これは、後嵯峨院歌壇 活動を始め 女性 人としては、妹の少将内侍の五首に次ぐ数である。 ﹃続後撰集﹄に最も多く歌を撰ばれ 女性 人は和泉式部の一五首。次に式子内親王の一四首、俊成卿女の一一首と後鳥羽院歌壇からの有力 人が続く。中務や待賢門院堀河、伊勢といった前代の歌人を除き、後嵯峨院歌壇に参加した女性歌人のみを見ると、六首を数える八条院高倉、後鳥羽院下野、土御門院小宰相が俊成卿女の入数歌数に次ぐ。し しこの三人も﹃新古今集﹄ ﹃新勅撰集﹄初出とするベテラン であり から活躍し始めたではない。五首が藻璧門 少将、少将内侍、四首が弁内侍であるが、藻璧門院少将も﹃新勅撰集﹄を初出と ており ﹃続後撰集﹄を初出とする女性歌人の中では、少将内侍の五首が最も多く、弁内侍の四首が次に多い。そのあと 弁内侍の題詠 は﹃風雅集﹄と﹃新千載集
﹄
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 出典不明の題詠歌は、 ﹃続拾遺集﹄九〇︵人家 にも︶ ・一二五・
 
三七九︵人家集︶番歌、 ﹃新後撰 二五二︵源承和歌口伝・現存和歌六帖・人家集︶番歌、 ﹃玉葉集﹄一四二〇番歌、 ﹃続千載集﹄一四二四
二四
????????????????????番歌、 ﹃続後拾遺集﹄四二五︵万代集︶番歌、 ﹃新拾遺集﹄一三三七番歌、 ﹃万代集﹄二二三三番歌、 ﹃秋風抄﹄二〇八番歌、 ﹃現存和歌六帖﹄四四八 人家集﹄四一二・四一三・四一六番歌。年次不明の歌は、





























































 ﹃風雅集﹄に 弁内侍の歌 撰ばれていない。 ﹃新千載集﹄には﹃弁内侍日記﹄から二首撰ばれてい 題詠歌は撰ばれていない。
